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問題 

私たちは，市内の高齢者施設のデイサービスに参加

して，認知症を含む高齢者の日常の活動を見てきた。

その中で，利用者の認知機能を評価したり，リハビリ

を行うニーズがあることから，神経心理学検査のひと

つであるトレイルメイキングテスト (以下 TMT と示

す) を使って高齢者の認知機能を調べる研究を計画し

た。しかしながら，現場スタッフと課題の検討を行っ

た際，すでに認知症が進行している高齢者においては，

TMT でさえ実施が難しい人が少なくないことがわか

った。高齢者施設の職員さんからモグラたたきのよう

なゲームであれば，認知症の高齢者も楽しんでやって

いただけるだろうとの要望があった。そこで，本研究

では，TMTとモグラたたきを課題とすることで，モグ

ラたたきのようなゲーム的な課題でも神経心理学検査

で調べられるような認知機能が測定できるかという点

について検討することとした。 
方法 

 実験参加者 大学生 15 名 (男性４名，女性 11 名) 
が実験に参加した。 
 課題 石田・吉田 (2014) が開発したコンピュータ

版 TMT を改良した課題と，本研究で新たに開発した

モグラたたき課題を使用した。TMTは，Part A，Part B
の２条件について３回ずつ実施した。モグラたたき課

題は出現位置が12か所（横４列×縦３列）あり，ター

ゲット５匹，ディストラクタ５匹がいずれかの出現位

置にランダムに現れるようになっていた。モグラの停

留時間（出現してとどまっている時間）は1000 ms，出

現と消失のための移動時間はそれぞれ500 ms，出現間

隔（消失後に別の位置に現れ始めるまでの時間）は

1000 ms－2000 msの範囲以内でランダム，ゲーム時間

は30 sの条件で行った。 
 モグラたたき課題は，記憶負荷（２水準）とターゲ

ット抑制の有無（２水準）を組み合わせた４つの条件

下で３回ずつ実施した。記憶負荷は，22種類の動物の

うち，ネズミだけがターゲットとなる単一ターゲット

条件と，ネズミ，ウシ，トラの３種がターゲットとな

る複数ターゲット条件を設けた。また，ターゲット抑

制については，ターゲットを叩くように指示される条

件（ポジティブ条件）と，ターゲット以外を叩くよう

指示される条件（ネガティブ条件）を設けた。 
 手続き TMTは，Part Aから行った。モグラたたき

課題は，まず，記憶負荷の小さい単一ターゲット条件

について，ポジティブ試行，ネガティブ試行の順で行

い，その後，記憶負荷の高い複数ターゲット条件のポ

ジティブ試行，ネガティブ試行を順に行った。TMTと

モグラたたき課題の実施順については，参加者間でカ

ウンタバランスをとった。 

結果 
 TMT の結果については，Part A の遂行時間が平均

37.93 s（SD = 8.19 s），Part Bの遂行時間が59.02 s（SD 
= 15.60 s）であり，Part BではPart Aよりも有意に長い

時間を要した（t(14) = 7.47, p < .0001）。また，Part A と

Part Bの遂行時間の相関（r）は0.720と有意だった。 
 モグラたたき課題については，まず，ヒット率

（Figure 1）について，ターゲットの種類の数（２水準）

×課題のタイプ（２水準）の２要因の分散分析を行っ

たところ，ターゲットの種類の数の主効果が有意で

（F(1,14)= 274.51, p < .0001），ターゲットがネズミだ

けの１種類のときよりも，ターゲットがネズミ・ウシ・

トラの 3 種類に増えたときにヒット率が低下していた。

また，課題のタイプの主効果も有意で（F(1,14) = 89.58, 
p< .0001），ターゲットを叩くように指示されたポジテ

ィブ試行よりも，ターゲット以外を叩かなければなら

なかったネガティブ試行でヒット率が低下した。ター

ゲットの種類数×課題タイプの交互作用も有意で

（F(1,14) = 123.45, p < .0001），単一ターゲット時はポジ

ティブ条件とネガティブ条件のパフォーマンスに違い

はなかったのに対し，複数ターゲットになるとネガテ

ィブ条件の方がポジティブ条件よりもヒット率が低下

したことがわかった。 

 
Figure 1. モグラたたき課題のヒット率の結果 
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 叩いてはいけない項目を叩いたフォルスアラーム率

（以下FA率，Figure 2）についても同様の分散分析を

行ったところ，ターゲットの種類数の主効果（F(1,14) 
= 109.10, p < .0001），課題タイプの主効果（F(1,14) = 
88.08, p < .0001），ターゲット種類数×課題タイプの交

互作用（F(1,14) = 78.42, p < .0001）がすべて有意で，単

一ターゲットよりも複数ターゲットの方が，ポジティ

ブ条件よりもネガティブ条件の方が FA 率が高かった

が，その中でも，複数ターゲットのネガティブ条件で

はFA率が突出して増加したことがわかった。 

 
Figure 2. モグラたたき課題のFA率の結果 

 
 モグラパターンに対する反応時間（Figure 3）につい

ても同様な分析を行ったところ，ターゲットの種類数

の主効果（F(1,14) = 193.77, p < .0001），課題タイプの主

効果（F(1,14) = 68.65, p < .0001），ターゲット種類数×

課題タイプの交互作用（F(1,14) = 8.83, p < .05）がすべ

て有意で，反応時間は複数ターゲット条件で遅く，ネ

ガティブ条件でも遅かったが，それらが組み合わされ

るとさらに遅くなったことがわかった。 

 
Figure 3. モグラたたき課題の反応時間の結果 

 
 さらに，TMTの遂行時間（Part A，Part B）と，モグ

ラたたき課題の遂行成績（ヒット率，FA率，反応時間）

の相関をターゲット種類数×課題タイプの条件ごと

に求めたところ（Table 1），TMTのPart Bの遂行時間

と，ターゲットが３種類のときのポジティブ・ネガテ

ィブ試行のヒット率の間に有意な相関が認められた。 

 
 Table 1 TMTとモグラたたき課題の相関 

 
考察 

 本研究では，モグラたたき課題によってTMT と同

様の認知機能評価ができないかを検討した。 
 TMTでは，Part Bの方がPart Aよりも有意に長い

遂行時間を要した。Part B は，持続性注意や選択性注

意に加え，注意や構えを切り替える転換性注意も必要

となる課題である。また，非習慣的な反応を意図的に

制御する必要があることから，実行機能の検査でもあ

り，頭の中で数字とひらがなを交互にたどって同時に

視覚走査を行う二重課題でもあることから，ワーキン

グメモリの検査とも考えられる（平林，2018）。 
 本研究では，モグラたたき課題について，単にター

ゲットを叩くだけでなく，ターゲットの種類を複数に

したり，ターゲット以外を叩くというネガティブ条件

を組み合わせた。複数ターゲットは，ワーキングメモ

リに対する記憶負荷を高めると考えられる。また，ネ

ガティブ条件では，ターゲットを認めた後にそこから

注意を切り離す必要があり，注意の切り替えや反応の

抑制といった実行機能の働きを要求するだろう。その

結果，複数ターゲット条件のヒット率がTMTのPart 
Bと有意な相関をもつことがわかった。また，その相

関は複数ターゲットのネガティブ条件で r = -.640と最

も強くなった。したがって，モグラたたきのようなゲ

ームであっても，ターゲットを複数にしたり，ターゲ

ット以外を叩くというように注意の転換を必要とする

ような工夫をすることで，高次の脳機能である実行機

能の検査として用いることができると考えられる。 
 引用文献 

平林 一（2018）．注意障害 緑川 晶・山口 加代子・三

村 將(編) 臨床神経心理学（pp. 106-119） 医歯薬

出版 
石田達郎・吉田弘司 (2014). コンピュータを用いた注

意および記憶に関する認知的評価 日本心理学会

第78回大会発表論文集，p.642. 

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

単一ターゲット 複数ターゲット

フ
ォ
ル
ス
ア
ラ
ー
ム
率

ポジティブ

ネガティブ

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

単一ターゲット 複数ターゲット

反
応
時
間
（

m
s）

ポジティブ

ネガティブ

TMT-A TMT-B
T1-Pos  0.120   0.009  
T1-Neg -0.130  -0.179  
T3-Pos -0.430  -0.585* 
T3-Neg -0.291  -0.640* 
T1-Pos -0.171   0.061  
T1-Neg -0.020   0.204  
T3-Pos -0.010   0.226  
T3-Neg -0.009   0.019  
T1-Pos  0.167   0.019  
T1-Neg  0.150   0.101  
T3-Pos  0.186   0.039  
T3-Neg  0.172   0.172  

Hit

FA

RT

モグラたたき


	問題
	方法
	結果
	考察
	引用文献


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


